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コールサインの一致を確認後 ボタン
クリックでカレント行の 欄を にします。

また、 のチェックがあるとＱＳＬ発行欄に［/］を入力します。

チェック方法
ｅＱＳＬのインボックスで確認します。
確認後処理欄にチェックを入れ 確認送信します。
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カレントディレクトリーのデータを［eQSL.cc］へ直接送信・登録します。

データは１件づつカレントのデータを送信します。

クリックで

右のように［E］が書き込まれます。

［eQSL.cc］からは次のような確認メッセージが送信の都度返ってきます。

これを使用するには［eQSL.cc］へユーザー登録と登録した
パスワードを環境に登録する必要があります。
（ ［eQSL.cc］ へログインできる状態であることが必要）

目次へ
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チェックがあれば、

ボタンクリックや ＦＴモードでのコールサイン自動取込の都度

前ページの ボタンが実行されます。

その都度送信される確認メッセージが煩わしい場合はこのチェックを外して右上の様に設定ください。
（詳細は、次の５ページ）
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次のボタンとの関係から廃止しました。 目次へ

ＡＤＩＦファイルからの一括取込
ＥＱＳＬからの取り込みは月単位などの取り込みが出来ずアップしている全てのデータからの取り込みのみとなります。
そのため、７千件程度あると２分程度かかりますので高速化のために必要な月のみを取り込むと作業が早く終わります。
ただし、ＱＳＯ相手が古いデータを登録した場合はヒットしなくなります。
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指定した「**.ADI（ADIFﾌｧｲﾙ）」から一括受領処理を行います。

ｅＱＳＬから取り込んだＡＤＩＦファイルで日付（20**/**/** まで）、モード、周波数が一致したものを登録します。
これらの一部が不一致の場合は「eQSL_CHK.TXT」に出力されます。
新規に受領登録「R」をした場合は「eQSL_Up.TXT」に出力されます。
選択したファイルは「ファイル内容確認」フォルダーに表示されています。

処理はｅＱＳＬ．ＣＣから取り込んだ全件数分を1件ずつ検索しながら処理しますので、相当な時間が必要になります。
ｅＱＳＬ．ＣＣ側の処理を行うものではありません。
ｅＱＳＬ．ＣＣ側からの出力は毎回全件数出力が行われ無駄な作業が多くなります。
そのため、このボタンでの処理はあまりお勧めできません。

※ 実施の場合はＡＤＩＦファイルから不要データを取り除いたもので実施してください。

推奨処理方法（詳細なチェック登録）
ｅＱＳＬ．ＣＣに接続して「受信トレイ」を処理しながらＢＧＡＬＯＧの「EQSL一致 文字記入」ボタンにより登録
を行うとより正しく、画像等の処理も同時に行うことが出来ます。

ＤＸＣＣにカウントされないためにＤＸＣＣカントリーリストへは登録しません。
業務日誌の「e」欄へ「E」記号を書き込むのみです。
開始後は「終了メッセージ」が表示されるまで他の作業を行わないでください。

次ページ（7~9）に具体的な処理を記載しています。 ☚

目次へ
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具体的処理 大量に登録されているものを一括でヒット処理を行うものです。
自局のデータは全て送信済を前提に記載しています。

~

データの取り込み：
ｅＱＳＬからは登録データを一括で送信してきますのでその中から必要なデータのみを取り出す必要が有ります。

インボックスへ接続し、最下行にある次の「こちら」をクリックします。

右の［adi_file］を選択
過去の登録されたすべてが表示されます。

全てor必要なファイル部分を選択しクリップボードへコピーします。
（マウスの右クリックでコピーをします。）

２回目以降は前回の取得後の日付からを選択
ここは、相手局が登録した日ではないので前回
登録より前の日付から取り込んでください。
時間があればすべてでもｏｋです。

次ページへ
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データをＡＤＩファイルとして取り込み：
クリップボードに取り込まれたデータをＡＤＩとして取り込まなければなりません。
ノートパットやワードなどを開いてそこへ貼り付けをしてください。
（注意点として日本語に変換しないでください。）
貼り付け後はファイル名を適宜つけてデスクトップ等へ保存してください。
保存時のファイル名は（日付等適宜名.adi）としてください。 例：Received eQSLs for JA5BGA.adi

ＡＤＩファイルからの取り込み
ボタンをクリック ⇒ 注意書きを確認 ⇒ 実行（はい）
ファイル名を指定して選択
データ量に応じてかなりな時間がかかります。
（注意）開始後は途中で停止しないでください。
以上でｅ欄に［R］が書き込まれてＢＧＡＬＯＧへの取り込みは完了です。

BGALOGで作成されるファイル
eQSL_CHK.TXT（作業に失敗したデータ一覧）
自局では未登録ですが、相手側がＱＳＯ済として
eQSLに登録したものです。

ｅＱＳＬ側での処理 次ページ

ヒットした場合
［R］書込み

整合に失敗した場合

目次へ
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ｅＱＳＬ側の処理
アンマッチ等のデータを事前に処理します。
交信が成立していないデータ等についてはチェック（整合等）が必要ですが、あまりにも多い場合は無視する方法もあります。

インボックスの内容をアーカイブに移動処理
相手局に確認済処理としてインボックスからアーカイブへ次により移動処理をします。

全てをチェック済にする
［Check All］ をクリック
［Move checkdd eQSLs to ARCHIVE］ をクリック

以上で終了です。

コメント
アーカイブに移してもインボックスのみの取り出しはｅＱＳＬ側に機能が無いために実施出来ません。
データ量が少ない場合はコツコツと整合処理を実施するしかありません。
データ量が多い場合は前回の取り込み日より前にして一括処理をして重複取込を行ってください。
（BGALOG側では処理時間が増えるのみで重複は無視をしますので問題はありません。）

eQSL側１万件の処理を行うにはｂｇａｌｏｇ内データ３万件の場合で１０分以上かかると思います。
（PCの性能により異なります。）

以上です。

目次へ
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未送信「(Ｅ)欄がスペース」のデータを一括して「eQSL.ADI」へ追加
処理を行います。

既に、「eQSL.ADI」が存在する場合：削除確認が出ます。
(存在しない場合は確認画面は表示されません。)

既に、登録済のデータの場合は、削除してから取り込んでください。
Ｐ－５の自動登録を行っている方は「eQSL.ADI」ファイルアップロード終了
後、に「eQSL.ADI」ファイルを削除)してください。

もし、削除を忘れた場合は、［eQSL.cc］へ重複アップロードとなります。

この重複は直接削除ができます。(不要な部分を行単位で削除でｏｋ)

アップローとするファイル（ＢＧＡＬＯＧ内に作成されますので送信前に確認してから送信してください。）

目次へ
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チェックが［ ］の場合「ＱＳＬＴ」欄に［/］を入れてカードを未発行とします。

［eQSL.cc］がヒットすると交信済として扱いたい場合にチェックを入れます。

目次へ
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ＥＱＳＬにヒットしているが「ＱＳＬＴ」欄に［/］が未記入のものを抽出して未発行とします。

次のように書き換え確認が出ます。

はい
自動書き換え

いいえ
手動修正

ｷｬﾝｾﾙ
何もしないでリフレッシュ
を実施

注意：

目次へ
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次の画面に接続します。

目次へ



14

画像データの自動登録処理
［C:¥QSLCARD¥TEMP］にコールサイン名で取り込まれた画像をファイル名等を変換して［C:¥QSLCARD］
フォルダーに取り込みます。

C:¥QSLCARD¥TEMP にコールサインをつけて取り込みます。

クリックで
次の様に自動的にファイル名が変更されて C:¥QSLCARD フォルダーへ取り込まれます。

Ｆクリック選択後画像ボタンで
画像が表示されます。

目次へ
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Ｆ＝ＤＸ局、Ｊ＝ＪＡ局

次の各リストファイルの［Ｐｈｏｔｏ］の文字をクリック

Ｆ、Ｊの文字＋画像ボタン Ｐ文字が黄色の場合ＤＸＣＣ番号から表示

画像表示可能ボタンの例

画像関係は の次ページ参照
P-71 ｅＱＳＬの活用（ｅＱＳＬ．ＣＣとの連携）
P-72 ＱＳＬカード管理 
P-73 画像の表示、取り込み 
P-74 ｅＱＳＬ関連画面、 
P-75 ｅＱＳＬ（画像、ファイル作成）処理

目次へ
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ＡＤＩＦファイルへコメント添付

環境設定に直接書き込んでください。

記入時の表示例

コメント欄にも表示されます。

起動初期には次の様にメッセージが表示されます。
固定表示とする場合は環境設定へ登録する必要がありますが、
一時的に変更したい場合はここを修正してください。

全てのＡＤＩＦファイルにコマンドとデータが追加されます。
この場所からは変更できません。（参考表示となります）
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